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身体 知的 精神 発達 重身 障がい児 その他 合計 前年
岩内町 15 87 27 1 3 47 2 182 192
共和町 14 15 11 0 2 38 0 80 76

泊村 2 9 0 1 0 19 0 31 28
神恵内 0 1 0 0 1 3 0 5 5
その他 0 27 0 0 0 1 0 28 35

合計 31 139 38 2 6 108 2 326 336
前年 22 137 51 2 6 114 4 336
※その他の地域 札幌市、小樽市、千歳市、島牧村、森町、蘭越町、黒松内町、京極町、石狩市、函館市、帯広市、余市町、八雲町

身体 知的 精神 発達 重身 障がい児 その他 合計 前年
訪問 55 157 107 3 23 196 0 541 652
来所 4 72 21 0 8 77 0 182 262
同行 0 0 0 0 0 0 0 0 40
電話 104 179 507 0 87 254 1 1132 1797

郵便等 2 0 9 0 22 7 0 40 51
関係機関 237 490 579 7 148 477 0 1938 2933
事務業務 66 320 103 6 42 332 12 881 951

その他 0 3 2 0 1 3 3 12 3
合計 468 1221 1328 16 331 1346 16 4726 6,689
前年 619 1,963 2158 6 337 1,587 19 6,689

利用計画 129 114 243 214
モニタリング 298 130 428 345

    合計 427 244 671 559

４．相談実件数
年度 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

相談件数 5,567 7,614 8,438 7,569 5,565

合計

Ⅰ.相談支援事業の状況について

 １．相談支援町村別実績

 ２．相談支援方法別実績

 ３．計画相談件数
事業区分 前年特定相談 障がい児
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Ⅱ・相談業務研修等の実施状況 

開催年月日 研修名 開催地 参加職員 

７月 14 日 高次脳機能障害支援者研修 WEB 開催 O・R 

8 月 22 日 トラウマケア研修 WEB 開催 T・T 

8 月 29 日 

～8 月 31 日 
相談支援従事者初任者研修 WEB 開催 T・D  

9 月 20 日 
障がい者の生涯学習の推進方策につい

て 
岩内町 O・R 

10 月 28 日 

～10 月 29 日 
相談支援従事者初任者研修 WEB 開催 T・D  

 11 月 8日 

～11 月 9日 
全道知的障がい施設職員研修大会 札幌市 I・M、T・D 

11 月 21 日 発達支援関係職員研修 WEB 開催 O・R 

12 月 10 日 ぶどうの会講演会 岩内町 I・M、T・T 

 1 月 6日 
発達支援研修「家族と共に取り組む発

達障がい支援」 
WEB 開催 K・S、T・T 

1 月 23 日 サインズ・オブ・アプローチ研修 岩内町 T・T 

1 月 30 日 重層的支援体制整備事業研修 小樽市 T・T 

1 月 31 日 法人研修３eee 岩内町 全職員 

 2 月１日  
医療的ケア児等コーディネーター養成

研修 
WEB 開催 O・R 

 2 月 3日  
医療的ケア児等コーディネーター養成

研修 
札幌市 O・R 

2 月 9 日 サービス管理責任者更新研修 WEB 開催 I・M 

3 月 13 日 介護事業所連盟研修会 札幌市 
I・M、T・T、 

T・D 
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Ⅲ・岩宇地区自立支援協議会等の活動状況について 

1・岩宇地区自立支援協議会 

感染拡大予防の為、担当者会議を行なわず事務局会議を WEB 開催した。次年度担当者

会議を行う予定。 

 

２・障がい者支援関連協議会への出席 

① 後志地域相談支援連絡協議会 

〇5，6，7，8，9，10，12，2，3月実施（WEB 開催） 

 

② 後志圏域地域生活移行支援協議会 

〇9,2 月実施（WEB 開催） 

 

③ 後志圏域就労部会連絡協議会「ワークしりべし」 

〇10 月実施（WEB 開催） 

 

Ⅳ・その他の活動について 

1・感染症対策について 

〇新型コロナウィルス感染が拡大している時期には、サービス等利用計画の聞き取りを

出来る限り、ＷＥＢ面談や電話、メールで行った。 

  

2・令和４年度の相談傾向、地域課題について 

① 高齢の親の死去、または入院したことにより介護者がいなくなってしまった方の相

談が複数あり、サービス利用調整を行った。 

② 医療的ケアが必要な方の利用できるサービスが少ない状況の中、ヘルパー事業所に

看護師経験のあるヘルパーが入職したため利用できるようになった。短期入所の利

用については感染症拡大防止のため見学や外来受診が中止となっていたため利用に

つながらなかった。 

③ 医療的ケア児について協議をする場がなかった。次年度は、医療的ケア児支援のた

めの協議の場を設置する検討を行う必要がある。 

 


